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Ⅰ 研究の目的

「教育の情報化プロジェクト」が進行し、小学校においても教育用コンピュータ、ネットワーク

、 、 、の整備とともに 教育用コンテンツ 学習用Webサイトやソフトウェア等の開発が進められており

これらの設備やディジタル教材を日常的に学習活動で活用することが求められてきている。

しかし、教師が指導目標に対して有効なディジタル教材を見出せないことや、ディジタル教材活

用の有用性について認識が不足しているケースも見受けられる。その背景としては、どの教科のど

の場面で、何のディジタル教材を用いることが効果的なのか、これまで蓄積された素材を生かしき

れていないことが原因と思われる。

このような状況を改善するためには、これまでに開発されたディジタル教材の中で、単元の指導

目標や計画に沿った教材を選択したり、開発したり、活用したりすることが必要である。

そこで、この研究は、小学校の学習活動においてディジタル教材を活用した指導計画を作成する

とともに、さらに授業において効果的な活用ができるような展開例集の作成をとおして学習指導の

改善に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究の年次計画

この研究は、平成17年度から18年度にわたる２年次研究である。

第１年次(平成17年度)

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想の立案

実態調査とその分析･考察、ディジタル教材の収集・整理・開発

授業実践とその結果の分析･考察

第２年次(平成18年度）

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する指導計画と展開例の作成

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する教材開発

授業実践とその結果の分析･考察、研究のまとめ

Ⅲ 本年度の研究の内容と方法

１ 研究の目標

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想を立案し、指導内容に即した

、 、 。ディジタル教材を作成し 授業実践及び実践結果の分析と考察をとおして 研究のまとめを行う

２ 研究の内容と方法

(1) ディジタル教材を活用した授業に関する基本構想の立案（文献法）

主題に関わる先行研究や文献により、ディジタル教材を活用した授業、展開例案に関する基

本的な考え方を検討する。

(2) ディジタル教材を活用した授業に関する実態調査とその分析・考察（質問紙法）

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本的な考え方に基づき、小学校情

報リーダー養成研修に参加した教員を対象にディジタル教材の活用状況や有効な場面について

提言をいただき、研究の基礎資料として活用する。

(3) ディジタル教材の開発（文献法、開発法）

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想に基づき、ディジタル教材

を開発する。



*1 認知…知ること。広義には知覚、注意、記憶、学習、判断、思考などの脳機能活動全体【よくわ

かる認知発達とその支援】

*2 表象（心像過程）…イメージと同義。感覚受容器に対応する表象 （視的、聴的、触運動的 【心。 ）

理学小辞典】
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(4) ディジタル教材を活用した授業に関する指導計画及び展開例の作成（文献法、開発法）

主題に関わる先行研究や文献により、ディジタル教材を活用した授業の展開例に関する基本

的な考え方を検討し作成をする。

(5) 基本構想に基づいた授業実践計画の立案と検証計画（文献法、開発法）

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想に基づき、授業実践計画及

び検証計画を立案する。

(6) ディジタル教材を活用した授業実践（授業実践）

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想に基づき、開発したディジ

タル教材で授業実践を行う。

(7) 授業実践結果の分析・考察（質問紙法、テスト法、記録法）

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想に基づき、授業後のテスト

ならびに児童や先生方から感想や意見をいただき、分析・考察を行う。

(8) 小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関するまとめ（文献法）

授業実践結果の分析・考察をもとにディジタル教材を活用した授業をまとめる。

３ 研究協力校

花巻市立八重畑小学校

Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関しての基本構想

(1) 小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関しての基本的な考え方

本研究では、単元や単位時間の学習目標を達成させるために、児童の実態にあわせて、コン

ピュータで作成、加工した教材をディジタル教材と定義する。

、 、ディジタル教材を活用した授業は スクリーンやプロジェクタで提示する表示用教材として

教師側が教授場面で使用する事を目的としている。教授場面においては、音声言語の説明だけ

では理解が困難な課題や抽象的な概念、思考プロセスをイメージ化やビジュアル化、モデル化

することにより、児童の思考を助け、学習内容の理解を深めることができるものと考える。

イメージとは「目の前にない対象を直観的・具体的に思い描いた像 、ビジュアルとは「視」

覚的に訴えるさま 、モデルとは「事象の構造を抽象して論理的に形式化したもの 、～化と」 」

は「そういう物、事、状態に変える、または変わる （Yahoo!辞書『大辞林』三省堂 、とい」 ）

う意を表す。心像に表すことのできない事物や固定しにくい概念、複雑な構造を映像にしてプ

レゼンテーションすることにより、意識の統一や共通の体験が図られるなど、児童が学習内容

の理解を深めると考える。プレゼンテーションとは、普通教室の授業でディジタル教材を拡大

表示し、再生や停止などの機能を利用して児童に教授するものを指す。

学習内容の理解とは、心理学における認知 と同じ意味でとらえる。教師が教材をプレゼン
*1

テーションすることにより、児童の表象 が形成される。表象の形成が行われることにより、*2



*3 視覚優位性…視覚優位とは、視覚と他の感覚モダリティの情報との間に矛盾があるとき、最終的

な知覚は視覚情報に基づいて決まることが多い 【心理学辞典】。
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映像が脳の中で操作されたり言葉に置き換えられたりすると考える。つまり、単位時間や単元

の学習を進める際に、ディジタル教材を活用することにより、表象が形成され、学習内容が認

知されるものと考える。

(2) 小学校におけるディジタル教材を活用する意義

ア ディジタル教材の収集・開発

小学校の学習において、教師は児童の学習内容の理解を深めるために、映像や音声、具体

物などの教材・教具を用いて、指導するように心がけている。それは、視覚優位性 の立場
*3

から肯定されるべきである。

しかし、表象として知識に取り入れるためには従来通りの教材・教具の提示・活用では見

せることができない事象もある。例えば、とても大きな空間や過去の事象、地理的物理的に

観察の難しいものなどがある。それらを提示するためには、映像や画像などを加工したり、

情報量を調整したり、アニメーション効果を用いたりすることのできるディジタル教材が効

果的である。

本研究では、児童が表象を形成するためのディジタル教材を収集・開発する。

イ 展開例の作成

現在のIT機器活用は教科によりかなりの偏りがある。また、普通教室でのコンピュータ活

用は特に少ない。ディジタル教材を収集・開発するだけでは、普通教室でIT機器やコンピュ

ータを使って展開することは難しいと考えられる。

そこで本研究では、ディジタル教材を活用するための指導案展開部分を中心に展開例とし

て作成する。展開例については、単位時間の流れやスライド、ディジタル教材について、デ

ータの概要を掲載する。

ウ 指導計画の作成

収集・開発したディジタル教材や展開例をWebページ上へまとめることにより、教材デー

タと展開例が対応し、活用しやすくなるものと考える。

(3) 小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想

本研究において、ディジタル教材を単元や小単元のまとまりで作成する。その教材は単位時

間で予想される児童の考え方や教師が指導する内容でスライドを構成していく。

ディジタル教材の活用場面は原理を把握する場面が有効であると考える。それは、児童が原

、 、 、理を把握する場面において ディジタル教材を視聴することにより 自分の考え方の妥当性や

さらに高度な考え方との相違を見出したりすることで表象が形成されるからである。つまり、

児童の思考が具体的思考から抽象的思考へ変化することで内面化が図られる。また、開発され

た教材のスライドはすべて活用するのではなく、児童の考え方を補足するために必要なスライ

ドのみを選択して活用することもできる。

このようにディジタル教材は原理を把握する場面の活用が有効であり、児童が学習内容の理

解を深めることができると考える。

(4) 小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想図

本研究の基本構想図は、次頁【図１】のとおりである。
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２ ディジタル教材を活用した授業に関する実態調査とその分析・考察

(1) 調査目的

県内小学校におけるディジタル教材の活用状況を調査し今後のディジタル教材の開発と指導計

画への位置づけの方向性を得るための基礎資料として活用することを目的とする。

(2) 調査期日

平成17年６月28日～７月１日

(3) 調査対象

平成17年度小学校情報教育リーダー養成研修に参加した小学校教諭180名

(4) 調査内容

ア ディジタル教材の活用状況と主な実践例

イ ディジタル教材の有効性と有効と思われる場面の提案

(5) 調査結果と分析、考察

【図２】は、授業におけ

るディジタル教材の活用に

ついて 「貴校では、授業、

でディジタル教材を活用し

ていますか 」と尋ねたも。

のである 「活用している。

と「時々活用している」を

あわせると、42.1％であり

「あまり活用していない」

【図１】小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想図

活用 8.4%

ときどき 33.7%

あまり 38.6%

ない 19.3%

【図２】ディジタル教材を活用しているか
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と｢活用していない｣を合わ

せると57.9％であった。右

の【図３】は 「ディジタ、

ル教材の活用は学習指導に

役立ちますか 」と尋ねた。

ものである 「役立つと思。

」 「 」う と 少し役立つと思う

を合わせると100％であっ

た。以上のことから、ディ

ジタル教材は学習指導に役

立つと全員が考えているが、日常的にディジタル教材を活用しているとはいえない現状にある。

これらは、教師は提示することの大切さを理解しているが、機器や素材の選択や活用方法を十分

に理解していないと思われる 【表１】は主な活用実践 【表２】はディジタル教材が有効と思。 、

われる活用場面や内容についての記述である。

３ ディジタル教材の指導計画及び展開例の作成

これまでの調査結果から、ディジタル教材は学習指導に役立つと考えている教員は多いが、あま

り授業で活用されてきていない。原因としては、学習目標とディジタル教材の関連やディジタル教

材の活用場面を見出せないことが考えられる。授業でディジタル教材を活用するためにWebで検索

すると、たくさんのディジタル教材が検索される。数多い検索結果の中にはスタンドアローンで活

用するものや、表示用として適しておらずスクリーンで活用できないものなどさまざまある。

そこで、本研究では単位時間ごとのねらいや児童の考え方を表示できるようにプレゼンテーショ

ンソフトでまとめる。その開発したディジタル教材を使って授業実践を行ったものについては指導

案展開部分を展開例の形で、次頁【図４】のWebページで提示している。

（展開例集 または Webページ「小学校におけるディジタル教材集」参照）

国語 毛筆指導

漢字のへんとつくり、成り立ち

ニュースを伝える

社会 統計データ

資料の提示

物ができるまでの工程

算数 計算手順

図形や面積の学習

グラフの学習

理科 昆虫や動物・植物の成長

天気と気温の変化

月、星の動き

国語 ひらがなや片仮名、漢字の筆順

物語作り

社会 地域学習

産業の様子

歴史資料の提示

算数 長さの指導

作図

単位量あたりの大きさ

計算手順

理科 電気のはたらき

地層や断層の映像

月、星の動き

【表１】主な活用実践（一部抜粋）
【表２】ディジタル教材が有効と思われる活用

場面や内容（一部抜粋）

役立つ 87.2%

少し 12.8% あまり・ない 0%

図３ ディジタル教材の活用は学習指導に役立つか【 】
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４ 指導内容に即したディジタル教材の開発

今年度は、昨年度の研

究をふまえたうえで、算

数科で活用するためのデ

ィジタル教材の開発を進

めてきた。算数科では、

児童の算数的活動を重視

しており個々の考え方に

対応したディジタル教材

を提示することにより児

童の学習内容の理解が深

まるものと考える。ディ

ジタル教材は、児童の考

え方や教師が指導する内

。 、容で構成している また

ソフトはプレゼンテーシ

ョンソフトを使用し、単

元や小単元で一つのデー

タとしてまとめている。

さらに、そのソフトは動

画や静止画の貼り付けは

もちろん、アニメーショ

ン機能や多彩な色、透過

などを使い表現するこ

とができる。教師が、プ

４年小数のひき算（具体物と計算） （ ）４年小数のひき算 面積図と数直線

（ ）５年平行四辺形の面積 等積変形 （ ）５年平行四辺形の面積 底辺と高さの関係

（ ）５年三角形の面積 倍積変形 （ ）５年三角形の面積 高さと面積

図５ 18年度開発した算数科ディジタル教材【 】

（ ）http://www1.iwate-ed.jp/kakusitu/joho/digital/h17_pro4/index.html

図４ 「小学校におけるディジタル教材集」トップ画面【 】
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レゼンテーションすることにより、児童が同じ画面に注目し情報を共有することができる。前頁

【図５】が、平成18年度に開発した算数科のディジタル教材の一部である。

（追加資料 または Webページ「小学校におけるディジタル教材集」参照）

５ 基本構想に基づいた授業実践計画の立案と検証計画

(1) 授業実践計画の立案

開発したディジタル教材を用いた授業実践にあたり次の二点を念頭におき計画した。

ア 概念形成する場面においてのディジタル教材の活用

イ 児童の学習内容の理解

(2) 検証計画について

授業実践の検証計画を【表３】のように計画した。

検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法

児童の学習内容 ・本時学習した内容に関する問題を テスト法 ・テスト法により授業内容の定
の理解 解く。 着の様子をS－P表を用いて分

析・考察する。

授業に対する児 ・授業実践後、児童のアンケートを 質問紙法 ・質問紙により事後の意識調査
童の意識の様相 とる。 記録法 を行い、全体や個人の様相を

感想記述 分析・考察する。
・授業後のアンケートを分析す
る。

授業に関する感 ・授業を参観しての教師の感想 感想記述 ・授業の感想を分析する。
想

６ 授業実践の概要

(1) 授業実践１（第２学年算数科）について

ア 期日と対象(研究協力校)

平成17年９月７日(水) 花巻市立八重畑小学校 第２学年（13名）

イ 実践内容

(ｱ) 教科名 算数科

(ｲ) 単元名 ひっ算のしかたを考えよう（東京書籍）

(ｳ) 主題名 ３位数－２位数（十の位へ繰り下がりあり）の筆算

(ｴ) 本時の流れとディジタル教材の位置付け【資料１】

(ｵ) ディジタル教材の作成意図

① 繰り下がりをイメージするためのアニメーション機能

② 筆算と関連づけるための半具体物操作

３位数－２位数（十の位へ繰り下がりあり）の筆算のしかたを理解し、その計算ができる。ねらい

学習内容・学習活動 指導上の留意点・評価 提示する教材画面段階

導 １ 問題を把握する。 スライド提示
入 ・問題を読み、立式すること

メダルを１２９こ作り ができる。
ました。
５３こくばると、のこ

りは何こですか。

表３ 検証計画【 】

【 】 （ ）資料１ 本時の流れとディジタル教材の位置付け ３位数－２位数繰り下がりの筆算

問題提示
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○提示された問題の言葉に注 ・今までの計算との違いに気
目する。 づくことができる。

２ 本時の課題をつかむ。

１２９－５３の計算のし
かたを考えよう。

○筆算の形で表すことができ
る。

展 ３ 既習の計算のしかたを想 ・十の位の繰り下がりに着目
開 起する。 する。

○４４－３９の計算を思い出 ・本時の学習では、被減数が
させる。 百の位であることに気づ

４ １２９－５３の答えを見 く。
積もりする。 ・差が70～80の間であること

○１２０-５０、１３０-５０ を確認する。
として答えの見積もりをだ
す。

５ １２９－５３の筆算のし ・図や具体物、計算で考えさ
かたを考える せる。
①具体物
②図
③式

６ それぞれの考え方を発表
する。
①具体物
②図 ・筆算の計算方法を確認す
③式 る。

・スライド提示

終 ７ １２９－５３の計算のし
末 かたをまとめる。

十の位で計算できないと
きは、百の位から１くり下
げる。

８ 計算練習をする。 ・３位数－１位数の計算をす
○練習問題に取り組む。 ることができる （百の位。

から十の位へくり下げる計
算）

(2) 授業実践２（第４学年理科）について

ア 期日と対象(研究協力校)

平成17年９月16日(金) 花巻市立八重畑小学校 第４学年（21名）

イ 実践内容

(ｱ) 教科名 理科

(ｲ) 単元名 星の動き（東京書籍）

(ｳ) 主題名 星や星座の観察のまとめ

(ｴ) 本時の流れとディジタル教材の位置付け【資料２】

(ｵ) ディジタル教材の作成意図

① 授業時間での観察が不可能

具体操作

筆算の手順
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② 観察した地域にあわせた教材提示が可能

○星や星座に興味をもち、進んで星の明るさや色、並びかたなどを調べようとする。ねらい

○めあての星座をさがして、星の並びかたや位置、明るさや色を観察し、記録することができる。

○星座の位置を時刻と関係づけて考え、位置は変わるが並びかたは変わらないと考えることができる。

学習内容・学習活動 指導上の留意点・評価 使用サイト名段階

導 １ 本時の課題を確認する。 ・星座の観察をしていること
入 を確認する。

星ざの観察をまとめよう。

＊１展 ２ カシオペヤ座の並びかた ・星の並びかた、方位を確か PAONET(静止画)
開 について話し合う。 める。

○カシオペヤ座の並びかた
、 。と 方位を発表しましょう

３ はくちょう座の並びかた ・観察する場所がかわって
、 。について話し合う。 も 並びかたはかわらない

○はくちょう座の並びかたと ・時間の経過とともに星座の
見えた方向を発表しましょ 位置は変化するが、並びか
う。 たはかわらない。

＊２４ 星座の位置を時刻と関係 理科ねっとわーく
づけて考える。 「宇宙と天文」

○２回目の観察で星座はどの
ように変化したでしょう。

５ 観察ができない時間帯の つるちゃんのプラネタリウ
＊３星の動きについて考える。 ム

○観察した後の星はどのよう
に動くでしょう。

＊４終 ６ はくちょう座やカシオペ ・星の並びかた、動き、色や IPA「天体の日周運動」
末 ヤ座の星の並びかたや動き 明るさについて理解するこ

色や明るさについてまとめ とができる。
る。

星ざは、時間がたつと、
位置はかわるが、星のなら

。 、びかたはかわらない また
星には、明るさや色の違う
ものがある。

７ たしかめよう を行い ・学習した内容をもとに、問「 」 、
星とその動きについてまと 題を解くことができる。
める。

＊１ 公開天文ネットワーク(PAONET) http://www.nao.ac.jp/paonet/

＊２ 理科ねっとわーく「宇宙と天文」 http://www.rikanet.jst.go.jp/

＊３ つるちゃんのプラネタリウム http://homepage2.nifty.com/turupura/

＊４ IPA「天体の日周運動」 http://www2.edu.ipa.go.jp/gz/d-etu1/d-sor1/d-ten1/IPA-etu160.htm

【 】 （ ）資料２ 本時の流れとディジタル教材の位置付け 星や星座の観察のまとめ
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(3) 授業実践３（第４学年算数科）について

ア 期日と対象(研究協力校)

平成18年８月29日(火)～９月４日(月) 花巻市立八重畑小学校 第４学年（26名）

イ 実践内容

(ｱ) 教科名 算数科

(ｲ) 単元名 はしたの表し方を考えよう（東京書籍）

(ｳ) 主題名 小数のたし算とひき算

(ｴ) 本時の流れとディジタル教材の位置付け【資料３～５】

(ｵ) ディジタル教材の作成意図

① 具体から抽象へと思考を促すように教材を構成

② 液量の増減を表すためのアニメーション機能

③ 分数と関連付けるため面積図を活用

簡単な場合の小数の加減計算のしかたを理解し、計算できる。ねらい

学習内容・学習活動 指導上の留意点・評価 提示する教材画面段階

導 １ 問題を把握する。
入 ・問題を読み、立式すること

ジュースの入ったびん ができる。
が２本あります。大きい
びんには０.５ℓ、小さい
びんには０.３ℓ入ってい
ます。
ジュースはあわせて何ℓ

ありますか。

○提示された問題の言葉に注
目する。

２ 本時の課題をつかむ。

０.５＋０.３の計算の
しかたを考えよう。

展 ３ 計算の見通しを立てる。
開 ○０.１をもとに考える。

４ ０.５＋０.３の計算のし ・イメージできない児童につ
かたを考える。 いては図や数直線を用いて
①式 考えさせる。
②図
③数直線

５ それぞれの考え方を発表 ・児童の考えをスライドで確
する。 認する。

終 ６ ０.５＋０.３の計算のし
末 かたをまとめる。

０.５＋０.３の計算のし
かたは、０.１をもとにし
て計算する。

【資料３】本時の流れとディジタル教材の位置付け（簡単な場合の小数の加減計算）

具体物と計算

面積図と数直線
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７ ０.８－０.３の計算のし ・ひき算の場合もたし算と同
かたを考える。 様に計算ができることに気

づかせる。
８ 計算練習をする。 ・本時で学習した内容の定着
○練習問題に取り組む。 を図る。

の位までの小数の加法の筆算のしかたを理解し、その計算ができる。ねらい

学習内容・学習活動 指導上の留意点・評価 提示する教材画面段階

導 １ 問題を把握する。
入 ・問題を読み、立式すること

水が、大きいポットに ができる。
は２.５ℓ、小さいポット
には１.９ℓ入ります。
水は、あわせて何ℓ入り

ますか。

○提示された問題の言葉に注
目する。

２ 本時の課題をつかむ。

２.５＋１.９の計算の ・本時の学習課題を理解でき
しかたを考えよう。 たか。

展 ３ 計算の見通しを立てる。 ・前時との違いに着目させ
開 ○０.１をもとに考える。 る。

４ ２.５＋１.９の計算のし ・イメージできない児童につ
かたを考える。 いては図や数直線を用いて
①式 考えさせる。
②図
③数直線

５ それぞれの考え方を発表 ・筆算での考え方がでない場
する。 合は、教師が指導する。

・児童の考えをスライドで確
認する。

終 ６ ２.５＋１.９の計算のし
末 かたをまとめる。

２.５＋１.９の計算のし
かたは、整数の筆算と同じ
ように計算する。

７ １.２＋２.８ ２＋
３.４の計算のしかたを考 ・和が整数になる場合、被加
える。 数が整数の場合の計算のし

かたを理解する。
８ 計算練習をする。 ・本時で学習した内容の定着
○練習問題に取り組む。 を図る。

の位までの小数の減法の筆算のしかたを理解し、その計算ができる。ねらい

学習内容・学習活動 指導上の留意点・評価 提示する教材画面段階

【資料４】本時の流れとディジタル教材の位置付け（小数の加法計算）

【資料５】本時の流れとディジタル教材の位置付け（小数の減法計算）

具体物と数直線

面積図

筆算の手順
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導 １ 問題を把握する。

入 ・問題を読み、立式すること

４.４ℓの水のうち、 ができる。

２.８ℓを使いました。

水は、何ℓ残っています

か。

○提示された問題の言葉に注

目する。

２ 本時の課題をつかむ。

４.４－２.８の計算の

しかたを考えよう。 ・本時の学習課題を理解でき

たか。

展 ３ 計算の見通しを立てる。 ・前時との違いに着目させ

開 ○０.１をもとに考える。 る。

４ ４.４－２.８の計算のし ・イメージできない児童につ

かたを考える。 いては図や数直線を用いて

考えさせる。

５ それぞれの考え方を発表 ・児童の考えや筆算の手順を

する。 をスライドで確認する。

終 ６ ４.４－２.８の計算のし

末 かたをまとめる。

４.４－２.８の計算のし

かたは、整数の筆算と同じ

ように計算する。

７ ・差が整数になる場合、被減４.５－１.５ ５－１.４

の計算のしかたを考える 数が整数の場合の計算のし。

かたを理解する。

８ 計算練習をする。 ・本時で学習した内容の定着

○練習問題に取り組む。 を図る。

(4) 授業実践４（第５学年算数科）について

ア 期日と対象(研究協力校)

平成18年10月18日(水)～10月19日(木) 花巻市立八重畑小学校 第５学年（21名）

イ 実践内容

(ｱ) 教科名 算数科

(ｲ) 単元名 面積の求め方を考えよう（東京書籍）

(ｳ) 主題名 平行四辺形の面積

(ｴ) 本時の流れとディジタル教材の位置付け【資料６、７】

(ｵ) ディジタル教材の作成意図

① 児童個々の考え方に対応できるように教材を構成

② 底辺と高さの関係を表すために、図形を移動させるアニメーション機能

面積図

①筆算 ②式

③図 ④数直線

筆算の手順

具体物と数直線
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③ オブジェクトボタンを押すことでアニメーションを開始

平行四辺形の面積の求め方を理解させる。ねらい

学習内容・学習活動 指導上の留意点・評価 提示する教材画面段階

導 １ 問題を把握する。
入

右の平行
四辺形の面
積の求め方
を考えまし
ょう。

２ 本時の課題をつかむ。
・本時の学習課題を理解でき

平行四辺形の面積の求 たか。
め方を考えよう。

展 ３ 求積方法の見通しを立て ・数えたり、長方形に変形す
開 る。 ればいいことに気づかせ

○今まで学習した面積の求め る。
方を確認する。

４ 平行四辺形の面積の求め ・具体的な操作活動を取り入
方を考える。 れる。

５ それぞれの考え方を発表 ・スライドを活用して児童の
する。 考え方を補足する。

終 ６ 平行四辺形の面積の求め
末 方をまとめる。

平行四辺形の面積は、長
方形に形を変えれば求める
ことができる。

平行四辺形の面積の公式を理解し、それを適用して面積を求めることができる。ねらい

学習内容・学習活動 指導上の留意点・評価 提示する教材画面段階

導 １ 問題を把握する。
入

平行四辺形の面積を求
。める公式を考えましょう

２ 本時の課題をつかむ。
・本時の学習課題を理解でき

平行四辺形の面積の求 たか。
める公式を考えよう。

【資料６】本時の流れとディジタル教材の位置付け（平行四辺形の面積）

【 】 （ ）資料７ 本時の流れとディジタル教材の位置付け 平行四辺形の面積の公式

数えてみると

両側三角形移動

問題提示
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展 ３ 前時の学習を想起する。
開 ○いくつかのパターンに合わ ・自分の考え方を式に表すこ

せて提示する。 とができる。

４ 平行四辺形の面積の公式
を考える。

５ それぞれの考え方を発表 ・底辺と高さの意味を知る。
する。 ・スライド提示

終 ６ 平行四辺形の面積の公式
末 をまとめる。

平行四辺形の面積＝底辺×
高さ

７ 適用問題をする。 ・本時で学習した内容の定着
○練習問題に取り組む。 を図る。

７ 実践結果の分析と考察

(1) 児童の学習内容の理解

【図６】～【図８】は第

４学年「小数のたし算とひ

き算」３時間のS－P表であ

る。S曲線とP曲線の交りが

右下にあることにより、授

業内容を理解して問題に適

応することができているこ

とがわかる。また、正答率

は第１時95.2％ 第２時96.、

5％、第３時93.5％、平均

93.0％となっている。

第５学年「面積の求め方

を考えよう」の学習におい

ては、次頁【図９】の問題

を行った 【1】の図形の。

□に「底辺」と「高さ」の

用語を入れる問題では20人

中19人が正解することがで

きた。また【2】の公式へ

用語をあてはめる問題で

は、全員が正解することが

できた。

これらのことから、ディ

【図６】第４学年小数第１時のS-P表と練習問題

【図７】第４学年小数第２時のS-P表と練習問題

第１時 練習問題

① ０ ３＋０ ４. .

② ０ ７＋０ ２. .

③ ０ ５＋０ ５. .

④ ０ ４＋０ ６. .

⑤ ０ ９＋０ ３. .

⑥ ０ ８－０ ６. .

⑦ ０ ７－０ ２. .

⑧ １ －０ ３.

⑨ １ －０ ８.

⑩ １ ６－０ ４. .

第２時 練習問題

① ５ ２＋３ ４. .

② ３ ６＋１ ２. .

③ ２ ３＋３ ８. .

④ ４ ７＋２ ６. .

⑤ １ ７＋４ ３. .

⑥ ６ １＋２ ９. .

⑦ ２ ４＋１ ５. .

⑧ ２６＋３.

⑨ ３ ２＋２ ６. .

⑩ ５ ８＋０ ９. .

※筆算形式で出題

公式と語句の説明

底辺と高さの関係
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ジタル教材を活用した授業

は、児童が学習内容を理解

するうえで一助となったも

のと考える。

(2) ディジタル教材を活用した授業に対する児童の意識の様相

ア 第４学年理科「星の動き」におけるアンケートの分析

本時で活用したディジタル教材で星座の位置と時間を関係付けて、時間の経過とともに星座

の位置は変化するが、並び方は変わらないことを学習した児童は「わかりやすかった」という

記述が多かった。

イ 第４学年算数「小数のたし算とひき算」におけるアンケートの分析

本単元の授業実践、第１時では半具体物を使って取り組む児童が多かったのに対し、第３時

では筆算や式で取り組む児童が多かった。このことから、具体から抽象へと児童の思考が変化

したように思われる。そのディジタル教材を活用した授業の感想は 「見やすかった 「わか、 」

りやすかった」という記述が多かった。

また、第３時の感想の中に「スクリーンがなくてもできるような気がします。でも、あった

方がわかりやすいです 」という意見があった。前２時間でディジタル教材を活用することに。

よって、表象が形成された児童ではないかと考える。同様にアンケート結果において同じよう

【1】□の中に言葉を入れましょう。

【2】下の公式を完成させましょう。

＝（ ）×（ ）平行四辺形の面積

【図８】第４学年小数第３時のS-P表と練習問題

【図９】第５学年「面積の求め方を考えよう （練習問題）」

第３時 練習問題

① ３ ９－２ ５. .

② ５ ７－５ ４. .

③ ６ ７－２ ９. .

④ ４ １－３ ６. .

⑤ ７ ３－４ ３. .

⑥ ３ －１７.

⑦１６ －５ ２.

⑧ ５８－４.

⑨ ５ ７－２ ６. .

⑩ ５ ２－３ ９. .

※筆算形式で出題
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な反応が見られた 【図10】のグラフは、。

①から⑤までは算数の授業に関する質問項

。 「 」「 」目である 全項目とも たいへん 少し

「あまり 「まったく」の４段階から選択」

するようになっている。選択したものを点

数化し、単位時間ごとを平均に表したもの

である。すべての項目において第１時から

第２時にかけ評価が上昇しているのに対し

て、第２時から第３時にかけては下降して

いる。児童の思考が抽象へと進み、第３時

では具体を表すディジタル教材が必要では

なかったように感じる。

ウ 第５学年算数「面積の求め方を考えよう」におけるアンケートの分析

【資料８】の児童の感想からわかるよう

に 「わかりやすかった」という意見が大、

半を占めていた 「とても楽しくて、すぐ。

頭に入っておぼえやすかったです 」や「黒。

板に書くよりも正確だし大きく映し出され

ているので見やすかったです 」という意。

見もあった。

また、授業後のアンケート 「スクリー、

ンにうつし出された絵は学習の参考になり

ましたか 」と「友達の発表を見たり聞い。

たりして、学習の参考になりましたか 」。

の質問をした。集計の結果【図11】のとお

り２時間とも、ほぼ同じ得点を獲得してい

ることから、ディジタル教材は友達の考え

と同様に理解の一助に関係していることが

第４学年 ・コンピュータを使って星が自在に動いてわかりやすかった
理科 ・星は東からのぼって西にしずむということがわかった。楽しくとってもわかりやすく説明してく

れたので、もう一度スクリーンを使った授業をしてみたいです
・よく星のことがわかり、わかりやすく説明などをして、私は前から星が好きでもっともっと知り
たくなって、またやりたいなあと思いました
・星の動き方は、１日に１回まわっていることがわかった

第４学年 ・図の答えをだすときがおもしろかったです。
算数 ・図もちゃんと出ているのでわかりやすかった。

・黒板にかくよりもコンピュータを使った方が見やすくてとってもよかった。
・図とかで量がうつりかわるところがわかりやすかったです。

第５学年 ・スクリーンに大きな平行四辺形が出てきてわかりやすかったです。
算数 ・平行四辺形と長方形の違いがわかった。

・コンピュータでわかりやすく平行四辺形の「底辺」や「高さ」の場所などがわかった。
・どの教科もこのような授業になってくれればいいです。

【図10】算数に関するアンケート

【資料８】ディジタル教材を使った授業への感想（一部抜粋）

【図11】算数アンケート「スクリーンの絵

と友達の発表」
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わかる。

さらにアンケートで、スクリーンに映

しだされた絵のうちで印象的だったもの

を絵に描かせたところ、ほぼ全員が提示

した教材を思い出して描くことができた。

また、色の濃淡や細かいオブジェクトま

で記載していた児童もいた 【図13】が。

児童の印象に残っている絵である。この

ことから、表象のレベルとしては高度でないかもしれないが、表象として捉えることができた

と考える。さらに 【図12】は第１時のアンケートで 「長方形に変形して面積を求めること、 、

ができた」と説明まで記入する児童もいた。

(3) 研究協力校の先生方から

【資料９】は、ディジタル教材の役立つと思われた点や改善する点や感想についての記述であ

る。第２学年算数の実践では 「ひく」ことや「繰り下がる」ことをイメージさせたり、具体物、

や計算の手順を大きく映し出すことで興味をもたせたりするのに役立つという意見をいただい

た。改善点としては、アニメーションのスピードや児童の思考する時間の工夫、違う考え方の取

り上げ方、練習問題の時間の確保をあげていただいた。

第４学年理科の実践では、星の動きを具体的にとらえさせたり、授業当日の星の位置を提示し

たり、何度も繰り返して見せたりすることに役立つという意見をいただいた。改善点としては、

見せたい星座の焦点化、星座と方位の関係をとらえさせるための手立ての工夫をあげていただい

た。

第４学年算数の実践では、算数が得意でない子どもがスクリーンに映し出される具体物やアニ

メーションに集中する点で役立つという意見をいただいた。改善点としては板書として残らない

高さ①

位置がかわると①

位置がかわると③

【図13】スライドと授業後のイメージ（一部抜粋）

【図12】授業後のイメージと説明
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ことや、繰り返し見せるなどの工夫が必要という点をあげていただいた。

第５学年算数の実践では、実際に児童が行った具体的操作を繰り返しわかりやすく反復するこ

とができ理解につながったことや、移動させても残像がわかるところがよいという意見をいただ

いた。また改善点としては、図形をスライドの中心におき、どちら側に移したのかわかるように

提示したほうがよいという点をあげていただいた。

授業実践をとおして 「わかりやすい 「理解しやすい 「とらえやすい 「イメージさせやす、 」 」 」

い」等の感想から、授業で活用したディジタル教材は、視覚的でわかりやすく、理解させる上で

有効であったと思われる。

ディジタル教材の役立つと思われた点や改善する必要がある点、感想などをご提案ください
○…役立つ ●…改善 ・…感想

第２学年 ○数字の繰り下がりや、数の移動などがよくわかり、子ども達も注意深く見ていたことがよかった
算数 ○アニメーションによる具体物操作は大変わかりやすく、児童の興味をひくものであったと感じま

した
○繰り下がりの原理を理解させる場面（100→10）では、児童から「おもしろい」の声があがった
●画面の動きが遅く、コンピュータに結構時間がかかっていたので、児童がじっくり考える場面が
少なかった

●児童の実態に合っているのか、違うやり方でやった児童が本当に理解できたのか、練習問題で確
かめる必要があると感じました

・具体物操作の「ひく」という意味 「繰り下げる」という意味をアニメーションで表すことによ、
り、視覚的に理解しやすくなったと感じた

・画面が大きくて見やすいので、筆算のしかたがわかりやすいと感じた

第４学年 ○時間とともに星が変化していく様子、１日１回転する様子が具体的にわかりやすい
理科 ○当日の星の位置を示すことによって、より身近に感じることができる

○見たいものをなんどもすぐに再生できるのも利点と感じた
●周りの星座が気になってしまって、見せたい星座がはっきり見えなかったので、それだけに絞っ
てもいいかもしれないです

●どうしても平面に表すため方位の感覚がとらえにくいのが難点と感じた
・星の動く様子について、時間をおって子どもたちに提示されたことで、より理解を深めることに
つながったと思った

・コンピュータでは、昼間の星の動きも考えることができ、素晴らしいと思った

第４学年 ○図で統合させたり、分配させたりすることについては、大変わかりやすい
算数 ○あまり算数が得意でない子どもがスライドに集中していた

●可能であれば、何度か繰り返して見せて子どもたちの反応をもとに先生側からの説明があれば良
かったのではないでしょうか

●板書という形で残らないことが難点である
・子どもたちが興味をもって自分自身の考え方で進められたことは大変よかった
・普段発表しない児童が発表できたこともよかった

第５学年 ○児童が行った具体的操作を繰り返しわかりやすく反復することができ、操作の理解につながった
算数 と思います

○切り取りや移動、貼り付けなどＰＣは得意な仕事なので、図形単元ではとても有効だと思いまし
た

●移動させるとき余白を広くとって、もともとの図形を真ん中においてみるとどちらに移したかが
わかりやすいのではないかと思いました

●「底辺」と「高さ」のおさえの部分でもう少し理解が深まるような指導が必要と思います
・移動させても残像がわかるというところがよかったと思います
・子ども達が授業を意欲的にうけていた

８ 小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関するまとめ

小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関して、成果と課題をまとめる。

(1) 成果

ア ディジタル教材を活用し授業をすることにより、児童が表象を形成し、学習内容を理解す

るための一助となったこと。

イ 主に児童が原理を把握する場面でディジタル教材を活用すれば有効性が高いこと。

(2) 課題

ア プレゼンテーションソフトで提示する場合、画面を切り替えにより映像を残すことができ

【資料９】ディジタル教材の役立つと思われた点や改善する必要がある点や感想(一部抜粋)
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ないので、学習内容で大切な部分のスライドを作成するか、黒板へ残すなどの工夫が必要で

あること。

イ 授業でディジタル教材を活用する場合、繰り返し見せるための手立てが必要であること。

Ⅴ 研究の成果と今後の課題

本研究は、ディジタル教材を収集・開発し、それを活用するための展開例の作成を行い、指導計

画にまとめる。また、ディジタル教材や展開例を基に授業実践と実践結果の分析と考察を行い、小

学校におけるディジタル教材の活用を明らかにし、学習指導の充実に役立てようとすることを目標

として進めてきた。本研究の成果と課題は次のとおりである。

１ 研究の成果

(1) 小学校におけるディジタル教材を活用した授業に関する基本構想の立案

心理学の考え方をもとにしてディジタル教材の基本的な考え方を明らかにすることができ

た。

(2) ディジタル教材の収集・開発と指導計画、展開例の作成

ア 単位時間における児童の考え方を補足するためのディジタル教材を収集・開発することが

できた。

イ ディジタル教材に対応する展開例の作成を行うことができた。

ウ ディジタル教材と展開例を指導計画としてWebページで発信することができた。

(3) ディジタル教材を活用した授業実践と実践結果の分析と考察

今年度は、第４学年、第５学年の算数科において授業実践を行い、学習内容の理解を中心に

分析と考察を行い、有効性を見出すことができた。

２ 今後の課題

(1) ディジタル教材の開発と展開例の作成を更に進めること。

(2) 開発したディジタル教材や展開例をWeb上で公開するとともに、活用を促すこと。

＜おわりに＞

この研究を進めるに当たり、ディジタル教材に関するアンケートにご協力いただいた県内の先生方

や、授業実践の際にご協力いただいた研究協力校の校長先生をはじめとする諸先生方や児童の皆さん

に対して、心から感謝申し上げ、今年度の研究の結びとさせていただきます。
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